
日時 ： 2016年12月11日(日)
場所 ： 慶應義塾大学 三田キャンパス
　　    第１校舎 101教室 (地図⑨)
　　　  https://www.keio.ac.jp/ja/maps/mita.html
参加費 ： 無料 (事前登録不要)
参加対象：発達障害のあるお子さんの保護者、
　　　　 学校・園の関係者、放課後等デイ
　　　　 サービスなど発達支援に関わる方
　　　　 にご参加いただけます。

［午前の部 10:00～12:00］

1.幼児のためのペアレント・トレーニングの基本
山本 淳一 (慶應義塾大学 文学部 教授)

2.幼児のためのペアレント・トレーニングの実践
松﨑 敦子(慶應義塾大学 先導研究センター 常勤研究員)

［午後の部 13:00～15:00］

1.児童のためのペアレント・トレーニングの基本
山本 淳一 (慶應義塾大学 文学部 教授)

2.児童のためのペアレント・トレーニングの実践
石塚 祐香(慶應義塾大学 日本学術振興会 特別研究員)

ご家庭で子ども達の発達を伸ばすための方法を保護者の皆様に習得していただくことを

「ペアレント・トレーニング」と言います。

その効果を最大限に得るための方法として「応用行動分析(Applied Behavior Analysis:ABA)」の基本も

身につけておきましょう。子どもの「強いところ」に焦点を当て、その行動を「褒めて伸ばす」のがABAです。

適切な行動が増えれば、不適切な行動は減っていきます。

慶應義塾大学発達心理学研究室(山本淳一研究室)が行ってきた「家庭でできる発達支援」研究を元に、

家庭で課題に取り組む際に重要なポイントを具体的にお話します。

※託児はありません。また、相談をお受けする企画ではありません。あらかじめご了承をお願いいたします。

＜お問い合わせ先＞ 慶應義塾大学発達心理学研究室 ： keip10hattatsu@gmail.com


